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あなたも食べています遺伝子組換え食品 

室岡義勝（広大マスターズ会員） 

 

 遺伝子組換え食品については、産業界も関連省庁もそして関連学会も、タブーのようにあ

まり語っていません。それは、消費者団体や環境保護団体から厳しい批判や反論を恐れてい

るからです。しかし私たちは既に遺伝子組換え食品を毎日食べています。正しい知識を市民

に説明するのは、科学者の義務と考えました。私自身、遺伝子組換え微生物や植物を作成し

てきましたので、現在の科学がどこまで安全を保証しているか、環境にどのような影響を及

ぼすか、なぜ遺伝子組換え作物を研究してきたかについて、やさしく解説することにしまし

た。 

たくさんのスライド原稿を全て載せることができませんので、以下のスライド原稿で話の

内容がお分かりいただければ幸いです。 

 

１．本日のお話内容の要約 
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従来の交配による作物の育種は、求める性質を持った品種の作成に、何世代も交配させて、

数年から数十年かけて品種改良を行ってきました。それに対して，遺伝子組換えによる育種

は、好ましい遺伝子を他の植物や微生物などから取り出して、親（宿主）の染色体の中に組

み込むものです。この方法では、数ヶ月から数年で目的の新品種が得られます。 

 

２．日本で認可され流通している遺伝子組み換え作物 

 

 

 現在、日本の農林水産省と厚生労働省で認可されている遺伝子組換え作物は、上記８作物

です。これらはすべて輸入されているもので、日本での栽培はまだ認められていません。 
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３．どんな遺伝子を組み込んで改良作物を作るか 

 

 遺伝子組換え作物の中で、一番多いのが害虫に抵抗性を持った作物と除草剤に抵抗性を持

った作物です。バシルス・ツニンゲンシス（Bt）という細菌が、Bt トキシンという殺虫タ

ンパク質を作ります。この殺虫タンパク質の遺伝子を綿や穀物の染色体に組み込みます。こ

の組換え作物の葉っぱを食べた害虫の幼虫は死んでしまいます。そこで、殺虫剤や農薬を散

布する必要がなくなります。一方、グリフォサートという除草剤に耐性の遺伝子を細菌が持

っていました。そこでこの遺伝子をトウモロコシなどに組込んでやると、この遺伝子を持っ

たトウモロコシは除草剤で枯れないで、雑草は枯れてしまいます。このことにより、農民は

草取りの労苦から解放されました。なお除草剤グリフォサートは、半年で土壌微生物により

完全に分解されて無害になります。さらには、冷害に強い組換え作物、乾燥に強い作物やア

ミノ酸やビタミンや必須脂肪酸を沢山含む作物も作られています。 

４．遺伝子組み換え食品の安全性に関する科学試験 
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 私たちは、卵や肉、魚などの遺伝子 DNAを毎日食べています。遺伝子 DNAは食べるとイノ

シン酸やグアニル酸などの核酸に素早く分解されるので，組換え遺伝子でも全く安全です。

では，組換え遺伝子からできるタンパク質は安全でしょうか？最初懸念されたのは、組換え

タンパク質がアレルギーを起こさないかということでした。これに対しては、上の図のよう

に多くの安全性試験がなされました。その結果、卵白アルブミンなどの天然のアレルギー物

質よりも胃液ですばやく分解されることが証明されています。 

 

５．遺伝子組み換え食品が安全でも、消費者は選ぶ権利がある。 

 

 いくら遺伝子組換え食品が安全だといっても、やっぱり食べたくない消費者は多くいます。

そこで、これは「遺伝子組換えで作られたものを主原料で使っています」という表示が義務

付けられています。ポテトチップやポップコーンや豆腐など表示しなければなりません。 
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 大豆やトウモロコシやナタネ油の輸入品の 95％以上は、遺伝子組換え作物です。これら

のほとんどは、加工食品に使われていて、醤油などでは「遺伝子組換え大豆を使用している」

という表示義務はありません。原料は分解されてしまうから問題ないというわけです。また、

主原料に意図せざる５％以下の遺伝子組換え体の混入は、表示義務がありません。従って、

私たちは毎日遺伝子組換え食品を食べています。でも、安全ですよ。 

 

６．遺伝子組み換え作物は、世界の食糧難を救う。しかし、遺伝子組換え作物が自然環境

を乱さないか？ 

 2020年には、世界の人口は 80億人に迫るでしょう。食糧生産が追いつきません。現在で

も世界人口の 4分の１が飢えています。先進国のエゴと政治の問題ですが、科学者は食糧増

産を研究しなくてはなりません。その解決策が遺伝子組換え技術の活用です。 
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遺伝子組換え植物は、従来の植物と組換えを起こす懸念はないでしょうか。少しはありま

す。しかし、生物多様性の破壊者は、農業そのものです。森や湿地帯を切り拓いて、一種類

の作物を栽培してきたのだから。遺伝子組換え作物に限らず、除草剤を使っている限りそれ

に耐性の植物は現れます。同じ殺虫剤を使う限り、殺虫剤の効かない害虫も出てきます。 

 

７．ゲノム編集技術による育種 

従来の遺伝子組換え技術に対して、より簡便で正確な最近のゲノム編集技術は、さらに農

業革命を起こすでしょう。しかし、ゲノム編集技術により育種された作物の法規制はまだ整

っていません。 
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 (本稿は 2018年 7月 17日に行われた TSS文化大学における講演の概要です。) 


